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1大根占小学校鉄筋校舎

第二期工事落成
∨
　
　
　
多

o・
●

小
学
校
鉄

筋
校
舎
事

業

は
昭

和

三
十
四
年

度
か

ら
第

一
期
r
事

と
し
て
、

二
百
十
七

x
’
＿
t
　
J
・
ハ

珂
　
　
ノ
v

，

、
．
　
↓
ノ
」

：
ノ

T
フ
ド

で
鹿
児
島

市
の
川
中

（
つ
づ

り
保
存
し
ま
し
よ
う
｝

組
が
施

に
し
た
が
、
第
二
期
に
事

は
昭

和
三
十
五
年
度
で
百
四
十
七

坪
’
七
百
四
十
九
万
．
．
千
円
で
川

1
1
組
か
施
仁
し
“
）
e
　
1
期
お
よ
び

二
期
L
事
で
二
．
百
六
十
四
坪
の
十

二
教
宝
が
落
成
し
、
町
民
の
日
を

ひ

い
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
三
十
六
年
度
も
第

三
期
に
事
と
し
て
、
継
粒
施
に
す

る
．
P
定
で
す
。

c’ノ： ↓は落成の大川E【i小学校1’川肺、旬

o

母

校
に
　
■

「
テ

レ

ビ

を
贈
る
」

元

神
川
校
区
居
住
の
大
窟
正
吉
氏

（．

κ
帥
川
桜
原
在
住
）
は
さ
き
に
神

川
中
学
校
に
十
七
吋
教
育
テ
レ
ビ

一
台

を
生
徒
の
学
習
の
助
に
と
寄

贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
昭
和
三
年
神
川
小
学
校
高

等
科

二
年

を
乍
業
、
続
い
て
大
根

L
小
学
校

高
等
科
三
年
を
卒
業
さ

れ
、
一
家
を
現
住
所
の
都
城
巾
上

町
千

U
通
り
に
移
し
、
洋
服
店
を

開
業
職
人
十
数
名
を
使
う
身
の
う

え
と
な
り
’
い
わ
ば
立
志
伝
中
の

人

で
あ
る
。
氏
は
現
在
の
繁
栄
は

n
分
の
少
年
時
代
の
想
い
出
に
、

な
ん
と
か
し
て
r
L
・
供
f
r
c
た
め
に

な
る
も
の
を
と
今
回
の
テ
レ
ビ
寄

贈

と
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
申
入

れ
を

受
け
た
神
川
中
学
の
職
貝
生

徒
は
も
ち
ろ
ん
校
区
民
も
、
氏
の

郷
土
愛
に
対
し
心
か
ら
喜
ん
で
い

ま
す
。
な
お
氏
は
交
通
事
故
で
入

院

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
川
中

学
校
や
業
者
と
連
絡
を
と
る
な
ど

さ
ら
に
、
都
城
市
の
大
火
に
は
n

宅

ま
で
類
焼
す
る
と
い
う
二
直
の

苫
し
み
に
あ
り
な
が
ら
も
、
1
切

を
な

げ
う
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
、
こ

の
熱
意
に
は
全
く
頭
が
さ
が
る
ほ

か
は
な
い
も
の
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岬
・
≡
＝
＝
≡
三
・
1
1
N
l
l
l
l
l
優
良
消
防
団
と
し
て

＝輪1”・二：二：．．

　
さ
き
に
お
こ
な
わ
れ
た
昭
勾
．
．
．
・
仁
κ
パ
三
7
’
t
　
t
r
：

防
大
会
に
お
い
て
、
け
防
団
の
鍛
’
㍉
名
‥
，
で
あ
る

日
本
消
防
‥
協
入
ム
長
賞
の
優
良
消
防
川
∵
，
－
川
N
∴
川
を

本
町
消
防
団
（
団
長
河
野
博
）
が
表
彰
さ
れ
た
も
の

　
　
　
1
．
！
．
1
：
1
：
／
r
．
［

　　　凝

よ
く
検
討
さ
れ
県
代
バ
慢

良
消
防
団
と
し
て
表
形
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

満
留
団
員
を
表
彰

神

川
分
団
員
の
満
留
満
稔

君
は
さ
き
に
発
生
し
た
桜

原

の
山

火
事
を
知
る
や
自

分

の
結
婚
式

の
最
中
そ
の

職
責
を
靖
ん
じ
消
火
作
業

に
あ
た
っ
た
も
の

纂　藷　蕩　房　㍑　需　杏　暴　i‖　聾　鍵笥翌　i》　2　膓　s，

写
真
右
は
日
本
消
防
協
会
長
賞

を

手
に
し
た
町
長
ほ
か
川
防
団

籠
擦
－
鍵
「

／
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R
r
：
．
〈

　

的
二
回
定
例
町
議
会
は
、
1
1
1
　
z

三
十

日
で
川
会
し
ま
し
た
が
、
そ

の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
特
に
、

pt
和
1
1
i
十
六
年
度
の
当
初
予
算
は

一
氾
会
川
と
特
別
会
い
で
総
額
一

億
六
百
五

十
余

〃
円
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
る
諸
点
と
し
て
、

一
、

主
要
事
業
の
‥
川
進

　

1
中
学
板
の
生
社
増
に
伴
う
教

　
　
　
．
、
ー
．
邑
も
尾
　
文
‘
．
い
摘

　
　
　
ソ
下
損
U
n
〃
当
胡

　

2
漸
増
す
る
社
会
悪
に
対
処
す

　
　

る
た
め
の
社
会
教
育
の
振
興

　

3
社
会
保
障
制
度
の
新
規
実
施

　
　

に

伴
い
増
向
す
る
住
民
負
川

　
　
に
対
す
る
対
策

　
4
経
済
振
興
に
対
応
す
る
臼
立

　
　
　
L
’
＝
山
丁
戊
W
〃
℃

　
　
　
±
宇
θ
、
ψ
～

＿
2
F
2
4
3
0

当
初
予
算
な
ど
3
2
議
案
を
可
決

　
　
　
　
　
　
　
L

－
5
2
回
定
例
町
議
会

］り算額

　　　　　　　の

19、467、600

30、200、000

　7、166、241

　　　272、33

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
職
艮
給
与
費
、
部
落
長
給
改
“

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

費
、
一
般
需
川
費
等
で
す

　

5
道
路
交
通
綱
の
整
備
　
　
　
　
　
泊
防
費

二
、
健
へ
仁
財
政
の
維
持
　
　
　
　
　
町
の
消
防
熊
勢
の
強
化
を
期
し

　

／
悦
源
の
完
全
補
促
と
滞
納
の
　
て
、
団
d
中
よ
り
県
消
防
学
校
に

　
　

坊
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
校
せ
し
め
る
経
費
、
宿
利
原
分

　

2
税
外
枚
入
の
獲
保
　
　
　
　
　
団
に
消
防
運
搬
車
購
人
費
（
三
分

　

3
消
費
的
経
費
特
に
物
件
費
の
の
一
は
消
防
後
援
会
よ
り
寄
附
）

　
　
節

減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋
搬
動
力
ポ
ソ
プ
購
入
費
、
水
槽

三
、
行
政
事
務
の
合
理
化
　
　
　
水
路
建
設
費

　

1
人
件
費
の
増
大
に
伴
う
事
務
　
　
上
木
費

　
　
能
率
の
向
ヒ
と
素
7
7
の
抽
揚
　
昨
年
度
よ
り
一
百
卜
六
万
七
千

　

2
事
務
処
理
方
式
の
改
善
　
　
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
主
と

一
般
会
計

当
初
予
算
の
歳
出
面
と
　
し
て
馬
場
海
岸
保
全
事
業
と
災
害

し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
連
事
業
費
、
厚
ヶ
瀬
線
側
沽
新

　
役
場
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
費
、
中
鳥
圷
線
、
皆
倉
線
、
旭

　
咋
年
度
に
比
較
し
、
二
百
五
十
　
町
線
等
の
側
品
新
設
費
、
港
局
部

一
万
π

千
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
　
改
良
負
担
金
等

り
ま
す
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
　
　
教
育
費

2
0
9
　

　2、064、48

12、417、52

　ユ、594、56

　　158、00

　　　100、00

　3、707、48

13、500、00

90、648、22

歳出

　

本
款
は
、
全
般
会
け
予
算
中
披

も
箏
．
額
の
経
費
で
三
六
％
そ
の
中

で
、
大
根
占
小
学
校
の
供
骨
校
舎

建
設

費
、
池
川
小
学
校
渡
廊
卜
新

設

費
、
各
校
川
源
施
設
枠
等

　
　
ヒ
＼
．
・
㌧
」
力
h
2
心
く
ー

　
　
プ
T
ノ
∠
ツ
イ
駈
・
・
“
り
し

　

今
年
度
も
牛
、
業
対
策
事
埜
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
事
業
計

画
と
し
て
は
、
天
紳
線
、
迫
平
線

柴
立
線
の
改
良
、

産
業

経
済
費

主

と
し
て
畜
産
、
集
樹
園
芸
お
」

び

早
期
栽
倍
に
雨
点
を
お
き
併
せ

て
農
家

の
改

善
意
慾
の
向
ヒ
を
図

り
め
ざ
ま
し
く
進
展
し
つ
つ
あ
る

n
本
経
済
の
動
向
に
よ
る
所
得
格

差

の
低
減
を
期
待
し
て
地
域
特
殊

産
業

の
特
性
を
発
揮
す
べ
く
計
上

い
た

し
ま
し
た
。
な
お
二
十
九
年

度

よ
り
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
二

　
〇
　
〇
　
8
　
0
　
0
　
9

73

28

07

42

00

22

　
臥
へ
孤

費
費
費
金
費

査

　
－
」
計

　
　
　
　
　
日

調

挙
債
　
備

　
　
　
　
支

計鷺
蕊
“
、
。

　
1
1
1
1
1

号
林
道
岩
元
線
の
負
担
嘱
業
は
一

応
終
結
し
ま
し
た
。

　

他
款
に
つ
い
て
は
、
川
年
度
と

比

較
し
て
内
容
等
は
改
め
ら
れ
て

い

ま
す
が
、
予
算
面
に
つ
い
て
は

増
減
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
説
明
は

省
略
い
た
し
ま
す
．
、

　
特
別
会
計

一
般
会
計
で
帥
行
し
て
い
た
町
有

豚
貸
ほ
日
を
初
旧
相
一
二
十
‥
ハ
年
度
よ
り

特
別

会
計
に
移
し
た
、
そ
の
凹
由

は

で
き
る
だ
け
資
金
の
回
転
を
早

め
、
資
金
を
最
大
に
活
用
し
て
零

細
農

漁
民
又

は
一
般
の
要
望
に
応

ず

る
体
制
を
整
え
た
ご
と
と
，
四

月
一
日
か
ら
発
足
し
た
健
康
保
険

或
は
国

民
年
金
の
負
担
に
た
え
得

な
い
人
々
に
限
定
し
て
貸
付
を
行

う
た
め
に
か
か
る
制
度
を
設
け
ま

し
た
。　
l
l
l
‖
　
　
0

特別会計予算
予算額
14、033、80

　　423、10

　1、402、50

別算予

　

F
険
業
業

　
一
”
i

保一

ゴ

　
　
　
　
ヨ
ヨ

康
事
．

健

付

民
茶

貸

量
啄

合 計（議竃D 106、507、63

一 2一●



■

毎

年
ふ
え
る
●
欝

完

n，　
▼

＿

■

　
税
金
．
は
施
方

81

法

や
町
条
例

に
規

定

し
て
あ

る
よ
う
に
必
ず

期
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
強
務
が

あ
り
ま
す
。

　
お
た
が

い
に

税
金
が
た
ま
る

と
納
め
る
の
に

苫
労
し
ま
す
か

ら
毎
期
ご
と
に

　
川
必
ず
納
め
る
よ
う
に

　
川
心
が
け
て
く
だ
さ
い

　
　

な
お
毎
年
完
納
す

　
川
る
部
落
が
ふ
え
て
き

　
一
ま
す
こ
と
は
L
S
Z
び
に

　
川
た
え
ま
せ
ん
。

　
　

昭

和
三
十
五
年
度

広
の
！
7
彰
窪
瘡
と
努
力

　一

賞
は
次

の

と
お
り
で

罫
り
ま
す
・

　
一
三
月
三
十
一
日
現
在

　
　
　
↓
－
ー
〃
　
匡
‥
’
～

　
　
　
t
r
“
　
“
’
ノ
ッ
U
・
ノ
白

　

弓
場
ド
、
鳥
井
戸
二

　

努
力
賞
6
人
も

区
、
鳥
井
戸
三
区
、
木
場
、
大
橋

下
、
木
原
、
芋
前
、
山
之
口
、
神

∴

浜
一
区
、
歳
町
、
宮
脇
、
ヒ
之

字
都
、
神
川
城
、
松
坂
、
白
井
、

安
水
t
大
久
保
、
大
尾
、
落
河
、
牧

原
、
宿
利
原
、
岩
．
兀
、
命
爪
口
、
い
イ
原

厚
ケ
湘
　
、
い
不
町
、
六
反
川
、
桜
原

　
山
几
山
1
』
ハ
〆
戸
、
　
沖
ウ
‥
浜
一
一
区

　
九
十
五
廷
パ
、
川
犯
、
‥
城
ケ
ぽ
崎

　
九

＋
三
％
、
段
中
野

努
力
賞

　
笹
原
　
　
馬
込
　
武
男

　
笑
蕗
下
　
笑
喜
　
盛
フ
．
助

写

£
は
納
秒
F
ユ
章
式

釘

田
　
　
平

遊
善
　
咲
子

神
川
　
清
海

堀
之
内
　
政
男

　
神
川
農
協
役
員
選
挙

組
合
長
に
宮
園
直
矢
氏
再
任

理

事
　
新
原
　
鶴
吉

〃

　
　
清
水
　
行
夫

〃〃〃〃〃〃
か
↓
匡
－
峯

臣
“
d
J

〃〃

有岡笑山永前今野番
村元喜下出園村問園
正盛英森盛　隼達尚
兵次造造吉栄美夫次

（新
）

（新
一

（新
）

（新
）

（新
）

　
　

係

　
　
　
寺
師
　
徳
蔵

　
　

木
課
失
対
係

主
　
任係係係係

石　　牧　　原　　i苅　　真

川　　L｜　　川　　JJ；（　　．竿

1｜泰　　1火　　Ht｝　　1’i；　　Is巨

∬む　　」㌢　　zafE　　・∫・　　男

牧
入
役
室

会
計
主
任

教
育
委
員
会
主
事

公
民
舘

農
業
委
員
会

池
吉
　
イ
サ

吉
．
兀
　
美
水

福

岡
　
照
男

　
（
新
採
用
）

水

流
　
克
巳

　
（
新
採
用
）

衛
　
（
新
）

m
I
N
m
l
t
I
I
I
一
I
I
I
”
≡
一
一
I
U
I
I
I
1
1
1
I
H
I
I
I
I
I
m
m
≡
m
m
≡
m
l
m
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
l
M
l
l
l
t
T
l
t
l
t
t
t
i
l
t
i
l
l
l
i
一
l
t
t
t
l
l
l
l
l
l
l
l
≡
1
1
1
1
一
l
一
l
l
l
l
l
l
i
l
l
l
l
i
I
l
l
l
l
l
t

税
務
課
長

に
前
田
保
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
賑
員
人
事
異
動

　
坂
元
町
長

は
就
任

し
て
初
の
人
事
毘
動
を
四
月
十
二
日
付
で
発
令
し

欠

貝
中
の
税
務
課
長
に
教
育
委
員
会
教
育
主
事
前
出
保
犬
氏
を
、
後
仕

主
事
に
吉
元
美
水
氏
を
発
令
し
ま
し
た
。
（
次
は
関
係
異
動
職
員
の
み
）

税
務
゜
課
長

総
務
課
庶
務
係

　
　
係

　
　
係

総
務
課
窓
口
係

主
　
任

　
係

　
係

上桑川
原原越

保
夫
　
　
　
係

太
一
　
経
済
課
農
林
係

万
里

r
　
主
任

よ
し
子
　
商
工
水
産
係

　
　
　
　
農
林
係

宇垣谷
都内脇
彰芳嘉
r　子　貝lj

　
　
　
　
　
　

（
新
採
用
）

税
務
課
課
税
係
　
山
ド
　
　
勉

　
係

　
　
　
　
磯
脇
達
夫

　
　
　
　
　
　
　
（
新
採
用
）

税
務
課
徴
税
係

主

　
任
　
　
　
宮
川
　
　
肇

　
係
　
　
　
　
四
本
　
儀
平

　
係

　
　
　
　
原
田
　
　
浩

民
生
課
保
健

衛
生
係
主
任

　
　
係

　
　
係係

土
木
課
土
木
係

主
　
任

　
　
係

谷宮
内
川　税
越　所

6
じ

允
g
ベ

イn・
：
’
t

矛
t

イ
ツ
了

（新
採
用
）

原
口

　
良
武

久
保
　
武
上

黒

岩
　
隆
利

（新
採
用
）

命
苫
　
清
則

（新
採
用
）

川

越

虎
吉

大
薗

良

交通事故のない明るい大根占町にしましよう　；

　

あ
な
た
の
運
転

が

人
の

生
命
財
産

に
直
接
関
係
の
あ

る
こ
と
を
お
わ
す

れ
な
く
、

自
動
屯
の
増
加
に
と

も
な
っ
て
交
通
事
故

が
増
加

し
て
い
る
こ

と
は
’
み
な
さ
ん
が

よ
く
し
っ
て
’
お
ら

れ

る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
新
し
い
「
道
路

交
通
法
」
が
で
き
て

始
め
て
の
任
季
交
通

安
↑
句
問
が
五
月
十

1
日
よ
り
五
月
二
十

日
ま
で
全
国
的
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

n
動
市
r
お
よ
び
原
・
動

機
付
n
転
車
を
運
転

す
る
K
は
、
た
ん
に

運
転

技
能
に
熟
達
す

る
だ
け
で
な
く
、
道

路

交
通
法
を
よ
く
理
解
し
、
日
ご

と
の
運
転
に
こ
れ
を
活
用
し
、
安

全
確
実
に
運
転
し
て
、
は
じ
め
て

運
転
者

と
し
て
の
資
格
が
あ
る
と

い

え
る
の
で
す
。
そ
こ
で
新
道
路

交
通
の
主
旨
に
し
た
が
い
す
ぐ
れ

た
運
転
者
と
な
る
た
め
つ
ぎ
の
十

項
目
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

1’
始
業
点
検
を
確
実
に
す
る

二
、
歩
行
者
に
め
い
わ
く
を
か
け

　

る
よ
う
な
運
転
を
し
な
い
こ
と

111、　
K
ピ
ー
ド
違
反
し
な
い
こ
と

四
、
踏
切
で
は
必
ず
一
旦
停
車
を

　
　
す
る
こ
と

五
、
定
め
ら
れ
た
場
所
で
は
徐
行

　
　
す
る
こ
と

六
、
無
理
な
追
越
を
し
な
い
こ
と

七
、
6
6
4
1
と
の
間
隔
を
と
る
こ
と

八
、
通
行
順
位
を
守
る
こ
と

九
、
酒
気
お
よ
び
通
労
運
転
等
を

　
　
し
な
い
こ
と

十
’
合
図
は
確
実
に
す
る
こ
と

　
　
（
大
根
占
幣
察
署
）
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il　K賢8で　　赤ちやんコンクール

一優
　　良

位児

鎌

ケ
迫
豊
ち
や
ん

川　
あ
り
ま
す
（

　

　

名
、

川

秒
　
児

　
　
　

鎌
ケ
迫

五
月
五
日
「
こ
ど
も
の

日
」
に
町
主
催
赤
ち
ゃ

ん
コ

ン

ク
ー
ル
入
賞
者

の
表
彰
式
が

お
こ

な
わ

れ
ま
し
た
。

入

賞
者
は
次

の

と
お
り

　
　
　

）
内
は
お
父
さ

o
印
は
部
落
名

安
水

■冒＿＿＿町．－q”．＿口．．．広＿揚

5月の広報ごよ み1

蓼
〃

111位〃〃

（写真は一位の豊ちやん）

福
崎
　
浩
已
　
（
富
夫
）

　
　
　
　
o
　
上
之
宇
都

半
下
石
　
幸
男
　
（
幸
重
）

　
　
　
　

○
半
下
石

岡
元
　
順
子
　
（
淳
）

　
　
　
　
○
　
尻

東

　
と
も
子
　
（
一
徳
）

　
　
　
　
○
　
旭
町

1△　青少年保護育成運動　　　　　　1

△赤噺の・醐動（…W。箪。　，・X

△母 　の　「1（］4日）・鯛厚A
　　　　　　　　（1・・一・6・）1　’k繍也△愛鳥週間
△　狂犬病予防週間　（10日～16日）

’A看護週閲（・1”1－・511）・，得箆

△1眠備デー（21r川酬1捜
△農薬危害防止運動（15日～6月14日）　t．”　＿　＿　＾

　　　　　　　　　　　　　義春哲秀
△春の全国交通安全運動：久夫朗夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（16日～25肋予定）　◎○○○
△篠期の防恥得　（・）1・11）・京力㌦
6■■h売春防止強調止動　　　（下’句）、町　口　二　茜

準
．
優
良
児

木皆遊卜’ （†　苫

　　邪　弓∫、
’i’：　　ぐr　　t・li：

　　　　　
し俊清
v　　　　j’・　　・’4、

　　　　、　　イロ
　　　　　　Ni」i　　　S．ノ

・つ　　（一、　　O

　　　　｛・1；・　　沖（1

川　　f－1．　Ji

」ヒ　　ト『　［【！

」斐　　汀　　’K

　　両　　1川

k　　｜’！t　　lム

1－　）　　

了

戸＼　　　　戸　　　　　一

良秋
，Ll　　戊三　．1・l

w　　　　　∵

L）（．）○
　　神
」［1　川　　t窃

南　　中　　不II

●
’’

●

‘
■ ノ

（写真は　表彰を受けた赤ちやん）

池川サイレン柱が鉄骨柱として竣［：

した。木原海岸にできる運転il・〔験場

はブルトーザーで整地したあと、い

ま盛」二をいそいでいる。

5月13日から二i〔1三ヒ日川富i：！L；li：1こ

おいて㍑1ド川指導者研修会が開催さ

れる。大根，！’警察署の松永順1｛［“”査

はこのほど巡査澗ミにEfNftlされた

商店街の一斉閉店時間が5

月15日から午後十時となり

聯

五
月
の
農
事
ス
ポ
ツ
ト

◎

　
そ
ろ
そ
ろ
8
2
繁
朔
に
は
い
り

ま
た
雨
の
多
い
季
節
と
な
り
ま
す

の

で
、
共
同
で
農
道
の
千
入
れ
や

用
水
8
6
の
品
さ
ら
え
を
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
い
期
水
稲
に
水
を
か
け

る
場
合
は
、
他
の
作
物
に
害
を
り

え
な
い
よ
う
漸
さ
ら
え
、
畦
ぬ
り

を

し
っ
か
り
と
し
て
漏
水
を
防
い

で
v
だ
さ
い
。

◎
　
早
く
植
け
け
た
早
期
水
稲
は

そ
ろ

そ
ろ

準
一
回
日
の
中
耕
除
川

を

す

る
こ
ろ
で
す
。
植
つ
け
て
十

日
位
し
た
ら
浅
水
に
し
て
川
車
押

し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎

　
早

期
陸
稲
の
追
肥

　
早

く
播
か
れ
た
と
こ
ろ
で
は
追

肥
の

時
期
で
す
。
第
l
回
追
肥
は

本
葉
二
枚
の
頃
が
適
期
で
こ
れ
が

遅
れ

ま
す
と
生
育
が
悪
く
な
り
ま

す
。
追
肥
は
硫
安
で
十
鴛
位
施
用

し
ま
す
。
第
二
回
追
肥
は
、
本
葉

が
五
枚
出
た
頃
、
第
三
回
追
肥
は

七
枚

出
た
頃
に
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
　
甘
し
ょ
の
植
つ
け

　
は
U
し
ょ
苗
の
仲
び
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
仲
び
の
悪
い
苗
は
硫
安

か
人
糞
尿
を
う
す
め
て
追
肥
を
す

る
と
苗
立
ち
が
良
い
よ
う
で
す
。

廿
し
ょ
増
収
の
秘
決
は
第
一
に
適

　
に
植
つ
け
る
こ
と
で
す
。
適
期

と
は
五
月
中
旬
～
六
月
ヒ
句
頃
ま

で
で
す
か

ら
凸
立
ち
を
良
く
さ
せ

て
早
く
植
付
け
ま
し
r
う
。

荘
二
に
良
い
川
を
或
る
ー
に
多
く

植
つ
け
る
こ
と
で
す
。
株
川
は
．
二

〇
か
川
外
と
し
て
十
ア
ー
ル
当
、

四
、
O
O
O
本
位
は
川
つ
け
ま
し

ま
う
。
第
三
に
肥
判
の
や
り
方
で

す

が
、
廿
し
ょ
に
は
燐
酸
と
加
川

肥
料
を

多
く
6
6
し
た
万
が
良
い
よ

う
で
す
。
施
肥
例
を
示
し
ま
す
と

硫
安
十
～
十
五
註
、
渦
石
三
十
鴛

塩
加
十
五
～
二
十
窯
、
そ
の
他
に

堆
肥
を
八
〇
〇
鴛
程
度
は
施
川
し

た

い
も
の
で
す
。

　

め

づ

ら
し
い

　

タ
ケ
ノ
コ
の
一
ニ
ツ
子

厚
ケ
瀬
部
活
の
厚
ケ
瀬
皆
占
さ
ん

の
庭

さ
き
に
’
こ
の
ほ
ど
タ
ケ
ノ

コ

の
三

ツ
，
g
が
出
た
も
の
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